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不平・不満・愚痴を言ってもしかたがない
校長 岩元 邦俊

先日，北方・南方・岸良合同運動会の実行委員会に参加させていただきました。冒頭，矢野実行委員長が，

「４年ぶりの開催です。久しぶりなので初めて開催したときのように緊張しています。しかし，みんなが喜

んでもらえる運動会にしたいです。…」と挨拶されました。コロナ禍で今までの地域行事が止まり，経験し

た人が少なくなり，また経験した人の記憶も定かでなくなった状態です。（私自身，内之浦三年目を迎えま

すが初の参加です。）

そんな中，創星会を中心に，プログラムにも工夫があり，今回新たに２種目が組まれていました（どんな内

容かは，当日のお楽しみに）。競技内容をあれこれ検討している様子はとても楽しそうでした。みんなに喜

んでもらえるには，企画運営する側も楽しまないと喜んではもらえないと思いました。６月２５日(日)は，

是非皆さんの参加をお待ちしております。内中職員や生徒は役員としても運動会を盛り上げていきたいと思

います。

以前，長距離運転で出勤していた時，ラジオでよく聞いていたフレーズが，

『暗いと不平を言うよりも，すすんであかりをつけましょう』

カトリック教会による「心のともしび運動」のスローガン

当時，いろいろな業務に追われ，不平・不満・愚痴ばかりを言っていた時に上記のことを聞き，本当にそ

の通りだと感じました。言うだけでは，何も変わらないし，始まりもしない。

とにかくやるしかないと血気盛んなときでしたので，がむしゃらに行動したことを思い出します。また，最

近当時の思いが薄れ，不平・不満・愚痴が多くなったように思います。

そこで，再度思い直したときに，目にしたのが下述の格言です。

「暗いと不平を言うよりも，あなたが進んで明かりをつけなさい。」

この格言は，物事に対して不平不満を言う前に，自らが希望や目標となって現状を変えていくこと

が大切であるということを述べている。自分の置かれた環境の悪さに不平を言うのではなく，自分か

ら進んで行動し，その環境をより良いものとする光を与えられるようにしなさい ALGのHPより

今，自分の周りにある環境が自分の好みではないからとか，自分の意にそぐわないからということで不平

・不満・愚痴を言うのではなく，今いる環境にある特長を見つけ出し，楽しみ・やりがい・生きがいを見つ

けることこそ，人生を楽しいものにしていく第一歩ではないかと思います。

不幸を嘆いているよりも，すすんで幸せになれることをしたいですね。

不幸を数えて暮らすより，幸せを数えて暮らしたいですね。

できる喜び，できた喜びをこれからたくさん数えられるように生徒・職員で取り組んでいきたいです。

６月５日（月）に，小中合同連携研修会が実施されました。今回

の研修会では，岸良学園の先生方や円通寺保育園の園長先生も参加

しました。最初に体育の授業参観を行った後，４つの分科会に分か

れて活発な意見交換をすることができました。今後も，幼保小中連

携が確実に深められていけば良いです。

小中合同連携研修会が開催されました。
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【演習～１年生】 【演習～３年生】 【演習～護身術】

防犯について意識を高めることができました。（防犯教室）

５月１５日（月）の５校時に防犯教室（不審者対応）が実施されました。この時間は，
有事発生時に対する安全確保及び避難方法や不審者に対する基本的な態度を演習を通じて
深めることができました。実際に行った演習では，①下校時，車からの声かけ②公園など
で遊んでいるときの声かけ③家に一人でいるときの不審者対応の３通りでした。各学年の
代表の生徒が不審者に対して実際に対応しながら「自分の身は自分で守る」方法を学ぶこ
とができました。
また，後半には，不審者から腕を捕まれたときの対処の仕方等を学び，大変有意義な時

間となりました。今回の防犯教室で学んだことが，普段の日常生活で生かされることを期
待しています。

【１年生チーム】 【２年生チーム】 【教職員チーム】

豆を上手に箸でつかむのに苦労しました。(豆っこマスタープロ戦）

５月３０日（火）に豆っこマスタープロ戦が行われました。この競技は，大豆を１分間
に箸で何個お椀の中に移すことができるか競うものです。１年生から３年生までそれぞれ
の学級で選ばれた生徒達がプロ戦に出場しました。その中には，教職員チームも一緒に参
加して生徒と競いました。全校生徒が見守るなか，優勝したチームは，教職員チームでし
た。今現在，箸を上手に使うことができない生徒たちが多くなっている気がします。そん
な中，この大会を通して，箸を上手に使うことを意識することができていると思います。
御家庭でも是非，活用していただけたら良いかもしれません。


